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市町村の保健サービス遂行支援のための保健所機能

―四国の市町村へのアンケート調査結果から―

豊田 誠 安田 誠史

甲田 茂樹 大原 啓志

　市町村の保健サービスが円滑に提供されるための保健所機能と支援体制を検討するために，四国4県の全

市町村を対象にアンケート調査を行い，以下の結果を得た。

　1.　評価・企画機能については，96.2％の市町村が「必要」，「ある程度必要」と回答していたが，現状の

充足度は88.9％の市町村が「やや不足」，「不足」と回答しており，その理由としては，事業に追われて余裕

がないという回答が最も多かった。市町村レベルでの評価・企画機能の充足は今後ますます困難になること

が予想され，保健所が情報管理，調査研究機能を高め，広域的・専門的に市町村の評価・企画を補完すべき

と考えられた。

　2.　市町村が保健所・県へ期待する役割は，基本健康診査では評価・企画，乳幼児健診ではマンパワーの

確保，在宅ケアでは関連機関との調整が最も高かった。そして市町村の人口規模や県によっては，期待する

役割や程度が異なっていた。

　保健所・県は単に評価・企画だけの補完を目指すだけでは十分ではなく，市町村における諸機能の充足度

を総合的に判断しながら，市町村を支援する機能が必要と考えられる。その際に，健診やマンパワー等に関

する支援を保健所機能の中でどのように位置づけるかは，今後の地域保健を検討する上で非常に重要な課題

と考えられた。

　3.　保健所の支援体制のあり方については，市町村からは一方的な情報伝達を行うのではなく企画の段階

からスタッフの一員としてチームに加わって欲しいという要望が最も多く，県別の検討では保健所と市町村

スタッフの交流の機会が最も多いと考えられる高知県で，保健所への「共同体制整備」による評価・企画へ

の期待が高かった。

　保健所機能が十分に発揮されるためには，その基盤体制として市町村スタッフと保健所スタッフの交流の

機会と情報交換の場の確保を図ることが必要と考えられた。
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